
議論の方向性イメージ（たたき台）

①多様な地域産業の持続性確
保に向けた基盤強化を図る

②働きやすい環境を整備し、
起業の促進及び多様な働き方

の実現を図る

③地域・社会の課題の解決に
向けてソーシャルビジネス

の推進を図る

④地域経済の持続可能性を
考慮した事業活動及びエシ
カル消費の推進を図る
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地域経済の持続可能な発展

豊かな区民生活の実現
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・起業希望者への多
様なコンテンツの
提供

・創業希望者が集ま
り交流促進する拠
点を整備

・地元定着に向けた
密接な関係性構築
支援

地場産業とIT産
業の連携促進
により新価値
創造を促進

チャレンジを
恐れないセー
フティネット
により後押し

自宅近くで働け
る選択肢の整備
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（目的・ゴール）
 「地域経済の持続可能な発展を推進していくための考え方」について議論。
 ４つの基本的方針の実現に向けて、具体的に「目指す姿（理想の姿）」をイメージし、その実現に向けた「戦
略」や「取組」を明確にしていく。

・クリエイティブ
産業と既存産業
の交流/マッチ
ングを促進する
仕組み整備
・従業員のリスキ
リングや人材育
成を促進

・多様な場所で働くこ
とのできるコワーキ
ングスペースの充実
・柔軟な働き方を備え
る企業の充実と支援

起業が身近
にあり、起
業したい人
が集まる街

起業家が自主
的に集まる仕
掛けをつくる

例
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資料４

横断的な戦略、戦術／取組

・・・・

意欲ある者が、
新たな取組に
チャレンジで
きる環境

・チャレンジに専
門家を伴走派遣

・新たなチャレン
ジを発表・共有
する場の整備と
仲間探しを促進

・実験や実証の場
の整備

・・・・ ・・・・

指標 指標 指標 指標

第２回で
議論

論点メモ 基本的
方針①

基本的
方針②

基本的
方針③

基本的方
針④

＜論点a＞
「誰が」、「どのような状態」にな
ることを目指すか（理想の姿）。

＜論点b＞
現在はどのような状況か。課題は。

＜論点c＞
理想の姿の実現に向けて考え方、戦
略、戦術／取組をどう考えるか。

＜論点d＞
指標はどうあるべきか（理想と現状
の間に発生する行動変化は何か）。

第２回で議論

（第１回でも一部議論）

第３、４回で議論

各回の議論から抽出

第３、
４回で
議論



（参考）議論する上で念頭に置くべき事項（例）
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（２）目指すべき未来の世田谷の姿
②地域経済について
地域経済については、コロナ禍以降、リモートワークが進み職住一
体も見られるようになり、地域の中で「働く」ということがますます重要
視されてきている。また、区民生活をベースとする起業や創業も区内
で活発に見受けられるようになってきた。事業所や企業による既存産
業の振興に加え、区民も産業振興の主体に含め、起業家の輩出や
育成を支える基盤づくり、地域社会の課題を解決するコミュニティビジ
ネスやソーシャルビジネスの振興などを進める必要がある。

２．基本方針
（１）区政が目指すべき方向性
持続可能な未来を確保し、あらゆる世代が安心して住み続けられる
世田谷をともにつくる世田谷区基本構想を実現し、世田谷の恵まれた
住環境や文化・地域性を子どもや若者の世代に確実に引き継いでさら
なる発展を遂げていくためには、持続可能性の視点を中心に据えた区
政運営が不可欠であり、区民生活をはじめ、地域経済、都市基盤、
自然環境、自治体経営などにおいて、持続可能な未来に向けた環境
整備を図っていくことが重要である。
引き続き参加と協働を区政の基盤とし、公共的役割を担い地域を支
えている町会・自治会や商店街、世田谷が誇る豊富な地域人材や地
域資源などとの連携強化により参加と協働のさらなる促進を図りながら、
乳幼児から高齢者までのあらゆる世代が安心して住み続けられるまちづ
くりを進めるとともに、地球環境や生態系が適切に維持保全され、将来
世代が必要とするものを損なうことなく選択肢や可能性が広がる未来の
確保を目指していく。

将来生じると予想される地域経済や地域産業を取
り巻く変化、考慮／想定するべきこと（例）

・デジタル化の進展
・AIの進化、利用浸透
・気候変動、災害激甚化
・脱炭素、環境配慮志向
・社会インフラの老朽化
・働き方の多様化
・価値観や意識の多様化、コミュニティの分断
・少子高齢化の進行、生産年齢人口の減少
・地域／社会課題の多様化・複雑化
・グローバル化の進展
・公共のあり方の再構築 など

地域経済や地域産業へ及ぼす影響（例）

・業務効率化、業務種類や比重の変化、活用／未活用による二極化、新たな
職種の創出、既存職種の消失
・新たな事業機会創出、経営コスト増、経営上の優先順位の変化
・居住地(地方勤務)の広がり、人手不足・後継者不足、採用形態の変化、フリーラン
スの増加、スキルの重要性向上、起業創業のより一般化
・国際化への対応
・行政支援の変化 など

世田谷区基本計画大綱（令和５年３月）一部抜粋

３．政 策
（１）重点政策
⑥安全で魅力的な街づくりと産業連関による新たな価値の創出
 区民の生活をベースとする起業や創業も既に区内ではかなり
見受けられており、事業所や企業による既存産業の振興に加
え、区民も産業振興の主体に含め、地域社会の課題を解決
するコミュニティビジネスやソーシャルビジネスの振興にも取り組
む。

 今般の地域課題は多様化しており、その解決の担い手となる
地域人材、起業家の輩出、育成は非常に重要である。商店
街などを拠点に、デジタルプラットフォームも活用しながら起業
家の輩出や育成を支える基盤づくりを進める。

 多様な人がいて、多様な地域課題があることは、一方でビジネ
スチャンスも多様ということである。共感を得やすい地域課題の
解決をテーマにした起業学習などにより創業機運の醸成を図
るなど、新たなビジネス創出につながる取組みを進め、ビジネス
の場として魅力的な環境の整備を図る。


